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島根から、世界とつながる
交流事業

未来と夢に向かって情熱を注ぐ青年たち ―「2013 北東アジア交流の翼 in しまね」
翼をください ―青年交流事業 IN 寧夏

草の根に日米の交流が？！
島根県とロシア間の花の道

みんなの海を守ろう「海岸清掃奉仕活動」

みんなの海を守ろう「海岸清掃奉仕活動」 高侖希
　今年も夏休みを迎えて韓国の中高生が島根県にやってきました。真夏の厳しい
暑さが続く7月23日から7月30日までの7泊8日間、18名の生徒たちは海岸清掃を
はじめ、地元学校との交流、ホームステイ、ごみ処理施設の見学、島根県観光を経
験した後、無事帰国しました。私は去年に続いてこの事業の通訳として全日程を
生徒たちと一緒にしました。 
　「綺麗な海を守るための韓日青少年の奉仕活動」という長い名前のこの事業
は、韓国の中高生が島根県の高校生と一緒に海岸に漂着したごみを拾うボラン
ティア活動です。今年で4回目を迎え、今まで56名が参加した充実した事業です。 
　ところで、どうして韓国の生徒たちが日本に来て海岸のごみを拾うのでしょう
か？その理由は国を超えた地球規模の課題、つまり環境問題と関係があります。
私たちが何気なく捨てたごみの一部は雨や風によって川に入り、やがて海へ流れ
出します。それから、海流や風によって海岸に漂着します。このようにして海に出た
ごみは全世界で年間600-700万トンに上ると言われています。島根県は韓国とと
ても近い距離にあるので、韓国から流れてきたペットボトルやガラス瓶、プラス
チック容器などの生活ごみが多く、それを拾いに韓国の生徒たちが島根県を訪れ
たわけです。
　特に今年は本土から2時間半ぐらい船に乗って隠岐を訪ね、島前と島後を回り
ながら掃除活動をしました。蒸し暑さと雨が心配でしたが、運よくずっといい天気
が続きました。しかし、風が強くて結局最後の掃除は海岸に積もったごみを確認

する程度で終えるしかありませんでした。 
　全国各地から集まった生徒たちは海を連想させる青いTシャツを着て、一生懸
命にごみ袋の中にごみを詰めていきました。韓国だけでなく、日本や中国、北朝鮮
からのごみも目に入りました。夏の日差しと強い風と闘いながら集めたごみをバ
ケツリレーのように手から手へと渡して低い丘を越えて一箇所に集めた時は、胸
がいっぱいになりました。 
　島根県の隠岐高校、隠岐島前高校、出雲西高校の生徒たちとはごみを拾う活動
のみならず、バーベキューやゲーム、絵を楽しみながら親しくなる時間を持ちまし
た。言葉は通じなくてもすぐ仲良くなって、笑ったりはしゃいだりしていました。
 　週末は地元の家庭でホームステイをし、最後の日は勾玉づくり体験をしてか
ら、生徒たちは韓国に帰りました。約1週間騒がしかった周りが静かになると、少し
寂しい気持ちになりました。  
　掃除の直後に綺麗になった海岸は、再びごみが積もって掃除前に戻ってしまう
そうです。それでは私たちの掃除活動は無意味なものなのでしょうか？そうではな
いと思います。この奉仕活動の真の目的は、ごみを拾う行為にあるのではなく、む
やみに捨てたごみが招いた結果を自分の目で確認した生徒たちがごみを捨てな
いようになること、さらに環境問題に関心を持ってみんなの海を守ろうとする意識
を持つことにあるからです。これからもっと多くの生徒たちに島根県で環境の大切
さを感じてほしいです。
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Ko YunheeGuo Tian LinLi Kun

　　利用今年暑假，韩国的中学生们来到了日本岛根县。在盛夏烈

日炎炎的7月23日—30日8天7晚的时间里，18名学生参加了丰富多

彩的交流活动——清扫海岸，与当地学校交流，体验民宿，参观垃圾

处理设施，游览岛根等，直至大家最后平安回国。继去年之后，我再

次作为活动翻译，与学生们一起全程参与了活动。

　　该活动有一个很长的名字——“为守护美丽海洋之韩日青少年

志愿活动”。这是一项韩国中学生与岛根县高中生携手合作，捡拾海

岸垃圾的志愿活动。今年是该活动开展以来的第4年，随着内容不断

充实，今年参加的中学生人数也达到了56名之多。

　　也许大家会好奇，为什么韩国的学生要专门来日本捡拾海岸垃

圾呢？原因其实很简单。作为全球性问题之一的环保问题是不分国

境，不分彼此的。我们随手丢到海洋中的很多垃圾，伴着风雨进入河

川，流向大海，最后在洋流和海风的作用下漂到海岸上。据说，每年

扔进大海里的垃圾总量达到了惊人的600-700万吨。岛根县距离韩

国十分之近，因此从韩国漂来的生活垃圾，诸如塑料瓶、玻璃瓶、塑

料制品等垃圾的数量也很多。韩国学生正是为了捡拾这些垃圾而专

门访问岛根县的。

　　今年，学生们访问了岛根县的离岛——隐歧岛，这是一个需乘

船两个半小时才能到达的地方。学生们在（隐歧岛的）岛前和岛后两

座岛上开展了清扫活动。很幸运，活动期间一直都是好天气，此前一

直担心的酷暑和大雨都没有出现。但在最后一次清扫活动中，因为

海风实在是太大了，所以在清点了海岸上的垃圾数量之后，就不得

不中止了活动，令人多少有些遗憾。

　　来自（韩国）各地的学生们身着使人联想到大海的蓝色T恤，竭

尽全力捡拾着垃圾并装入袋子。我们发现在这些垃圾中，不仅有来

自韩国的，还有来自日本、中国和朝鲜的垃圾。大家不畏盛夏的烈日

与大风，用徒手接力的方式，将捡拾到的垃圾翻过低矮的山丘，运送

到指定地点。面对此情此景，我不禁心潮澎湃，难以自已。

　　韩国学生与岛根县的隐歧高中、隐歧岛前高中、出云西高中的

学生们除了一起捡拾垃圾，还一同烧烤、游戏、绘画，度过了充实而

快乐的时光。虽语言不通，但大家仍在很短时间里熟悉了彼此，交流

中充满了欢声笑语。

　　韩国学生们在周末期间前往当地家庭民宿；在访问的最后一

天，亲身体验制作“勾玉”工艺品 。在结束了各项访问活动后，大家

踏上了回国的归程。持续一周时间的喧闹，在此时，复归平静，我的

心，略感落寞。

　　经过大家的辛苦劳动，海岸焕然一新。据说因为垃圾还在不断

涌来，不久之后海岸还将垃圾成堆。这么看来，是否意味着我们的志

愿活动心血白费，没有任何意义呢？我不这么想。该项活动的最终

目的并非单纯捡拾岸边垃圾，最重要的是让学生们亲眼看到随意丢

弃垃圾导致的严重后果，使自己受到震动，从此以后不再乱扔垃圾，

更加关注环境问题，不断提高海洋保护意识。希望今后能有更多的

学生在岛根切身体会到环境保护的重要性。

高侖希

守护我们共同的海洋
——记“海岸清扫志愿活动”

Tatyana Krapivina Damien Craig

A magazine about  Shimane Prefecture, Japan

A magazine about

Shimane Prefecture, Japan

1 Tonomachi, Matsue-shi, Shimane-ken 690-8501, JAPAN

http://www.pref.shimane.lg.jp/bunkakokusai/

発行：島根県環境生活部文化国際課

Publisher: 岛根县环境生活部文化国际课

编辑：李 琨・郭天琳

关于本杂志，您有任何意见或疑问请与我们联系。

从岛根走向世界的 交流事业

朝气蓬勃的青年们 为未来与梦想  燃烧青春与激情 ——记“2013 东北亚交流之翼 in 岛根”

请给我一双翅膀——青年交流项目 in 宁夏

美日两国间的草根交流 ?!

岛根县和俄罗斯之间的花之路

守护我们共同的海洋 ——记“海岸清扫志愿活动”

Vol.27



未来と夢に向かって情熱を注ぐ青年たち
―「2013 北東アジア交流の翼 inしまね」 李　琨
　今から長い歳月が流れて大海を前に立ったとき、おそらく当時の青年たちは初め
て和太鼓というものを体験した、あの遠い日の午後を思い出すに違いありません。
　「北東アジア交流の翼inしまね」という交流プログラムは「若者同士の交流に
よる北東アジア地域の相互理解と友好感情を発展させる」との理念に基づき、
2002年から年に1回実施されています。今年の8月2日から7日まで、この交流プ
ログラムは「福祉」をメインテーマに、日本の島根県で行われました。中国、日本
（島根県）、韓国、ロシア4ヵ国で総勢20名の青年たちが島根県に集いました。
　6日間にわたり、各国の青年たちは島根県の高齢者介護施設を見学し、日本
の伝統文化である和太鼓を体感し、ホームステイし、熱気に溢れた意見交換会
を行い、一連の豊富で多彩な交流活動を体験しました。今回のとても得がたい
チャンスを通して、参加者は寝食や見学を共にして、言葉と文化の違いを乗り越
え、親交を深め、心と心との距離を縮め、深い友情を作ることができました。青年
たちは新たな出会いの中で、心の絆が結ばれたのです。
　北東アジア地域の各国は地理的に近く、文化的に相通じているとはいえ、参加

青年は性別や年齢や職業が異なっていますので、交流を深めるのはそう簡単なこ
とではありません。予想通り、青年たちは会った最初の頃は照れくさいためか、ほ
とんど無口で、少し緊張気味でした。が、交流活動が順調に進んでいくにつれて、
誰かが言った冗談に笑ったり、ゲームで勝って嬉しいとか、同じ料理を食べて同じ
ようにおいしいと言ったり、青年たちは知らないうちに同じ気持ちを共有するよう
になりました。交流がどんどん活発になり、会場は時には歓声に包まれました。
　交流活動の中で、青年たちが皆、例外なく他人の発言に熱心に耳を傾け、真
剣に考えていることが、今でも目に焼き付いています。「交流」の最も大切な第一
歩は正に「傾聴」ではないかと、私は考えています。人と人との交流は根本的に
言えば、心と心との交流でしょう。双方とも先入観を捨て、心の扉を開き、「相手と
仲良くなりたい」と思う気持ちがあれば、言葉や文化の壁なんて全然問題ない
し、より親しく交わってみたら、さぞ「目からうろこが落ちる」ような多くの新鮮な
異文化体験と収穫を得られるでしょう。要するに、国や民族が違うとはいえ、結局
はみんな同じ人間、同じ若者同士です。この原点に立ち、考えてみれば、実は皆

●Japanese

さんが幅広い共通点を持っているのだと、私はそう受け止めています。
　お別れのときはいよいよ近づいてきます。一緒にたくさんの思い出を
作った各国の青年たちは涙ぐみながら、熱い抱擁を交わし、またいつ
か、どこかで会いましょう、とお互いに固く約束しました。島根の6日間、
各国の青年たちはお互いに切磋琢磨し、情熱に満ちた交流をし、若者ら
しさを発揮し、青年交流の明るい将来を物語りました。
　希望と夢とは、元々あるものと言えないし、ないものとも言えないので
す。それは地上の道のようなものです。もともと地上には道はありませ
ん。歩く人が多くなれば、それが道になるのです。各国の若者は希望と夢
の化身のようです。帰国した青年たちに、島根での美しい盛夏の6日間を
人生の大切な思い出と財産にして、他国の友達との絆を大切にし、北東
アジアの世代友好のために力を尽くしてほしいと大いに期待してやみま
せん。
　北東アジア地域の青年のみなさん、来年、夏の花が咲き乱れ、そよ風
の吹く島根で会いましょう!

●Japanese
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未来と夢に向かって
情熱を注ぐ青年たち

　　多年以后，当这些青年人面朝大海，准会想起大家一起初次体

验“和太鼓”的那个遥远的下午⋯⋯

　　“东北亚交流之翼in 岛根”交流项目由岛根县政府发起并主办，

自2002年起每年举办一次，旨在通过邀请东北亚各国的青年访问日

本岛根县，加强各国青年之间的相互交流，促进本地区的相互理解

和友好感情。今年8月2日到7日，该交流活动以“福祉”为主题在日本

岛根县举行。来自中国、日本（岛根县）、韩国和俄罗斯等4国总计20

名青年齐聚岛根，参加了交流活动。

　　在6天时间里，各国青年先后参观了岛根县老年人护理设施；体

验了日本传统文化之“和太鼓”；到日本普通市民家中民宿；在主题

讨论会上，开展热烈交流等，亲身体验参与了一系列丰富多彩的交

流活动。通过这一难得机会，各国青年同吃同住，一同参观，超越语

言和文化的差异，深入交流，拉近了彼此心与心的距离，结下了深厚

友情。正可谓在“新的邂逅中，结下心的纽带”。

　　虽然东北亚地区各国地理相近，文化相通，但就每位参加者而

言，因性别、年龄、职业不同，彼此间仍有较大差异。因此要使交流深

入开展下去并非易事。果不其然，交流伊始，大家多少拘束腼腆，对

话甚少。但随着活动不断推进，大家在不知不觉中了解和熟悉了彼

此，无论谁讲了笑话，大家都会笑作一团；在分组竞赛中获得了胜

利，大家会共享喜悦与欢乐；品尝到美味的食物，大家都赞不绝口

⋯⋯交流不断深入进行，会场充满了欢声笑语。

　　在交流中，每位参加者都非常专注地倾听他人的发言，认真进

行着思考，我对此印象深刻。开展交流的重要一步或许正凝结在“倾

听”二字之中。人与人之间的交流，说到底是心与心的交流。彼此只

要摈弃固有观念，敞开心扉，怀着“希望能成为好朋友”的真诚想法，

那么语言、文化的差异都不是问题。在此基础，彼此如能深入交流，

将会在跨文化交流中获得丰富而新鲜的体验与收获。总之，虽然国

家、民族不同，但归根结底，大家都是人类中的一员，都是同龄人。回

到这一根本点上思考，我们会发现，大家其实拥有着广泛的交集和

共同点。

　　离别的时刻总会到来。留下了共同回忆的各国青年们泪眼摩

挲，相拥道别，相约无论何时何地都要再相见。在岛根，青年们相互

启发切磋，热烈交流，展现出年轻人特有的青春与活力，让人看到了

青年交流的光明未来。

　　希望与梦想是本无所谓有，无所谓无的。这正如地上的路；其实

地上本没有路，走的人多了，也便成了路。各国青年正是希望和梦想

的代名词，愿他们回国后，将在盛夏时节美丽岛根的6天时间，视为

人生中一段重要而美好的记忆和财富，珍惜与外国朋友的友谊，为

东北亚地区的世代友好贡献力量！

　　东北亚的青年朋友们！待到来年夏日繁花似锦、清风拂面时，

让我们岛根再相聚！

李　琨   
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歩は正に「傾聴」ではないかと、私は考えています。人と人との交流は根本的に
言えば、心と心との交流でしょう。双方とも先入観を捨て、心の扉を開き、「相手と
仲良くなりたい」と思う気持ちがあれば、言葉や文化の壁なんて全然問題ない
し、より親しく交わってみたら、さぞ「目からうろこが落ちる」ような多くの新鮮な
異文化体験と収穫を得られるでしょう。要するに、国や民族が違うとはいえ、結局
はみんな同じ人間、同じ若者同士です。この原点に立ち、考えてみれば、実は皆
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さんが幅広い共通点を持っているのだと、私はそう受け止めています。
　お別れのときはいよいよ近づいてきます。一緒にたくさんの思い出を
作った各国の青年たちは涙ぐみながら、熱い抱擁を交わし、またいつ
か、どこかで会いましょう、とお互いに固く約束しました。島根の6日間、
各国の青年たちはお互いに切磋琢磨し、情熱に満ちた交流をし、若者ら
しさを発揮し、青年交流の明るい将来を物語りました。
　希望と夢とは、元々あるものと言えないし、ないものとも言えないので
す。それは地上の道のようなものです。もともと地上には道はありませ
ん。歩く人が多くなれば、それが道になるのです。各国の若者は希望と夢
の化身のようです。帰国した青年たちに、島根での美しい盛夏の6日間を
人生の大切な思い出と財産にして、他国の友達との絆を大切にし、北東
アジアの世代友好のために力を尽くしてほしいと大いに期待してやみま
せん。
　北東アジア地域の青年のみなさん、来年、夏の花が咲き乱れ、そよ風
の吹く島根で会いましょう!
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未来と夢に向かって
情熱を注ぐ青年たち

　　多年以后，当这些青年人面朝大海，准会想起大家一起初次体

验“和太鼓”的那个遥远的下午⋯⋯

　　“东北亚交流之翼in 岛根”交流项目由岛根县政府发起并主办，

自2002年起每年举办一次，旨在通过邀请东北亚各国的青年访问日

本岛根县，加强各国青年之间的相互交流，促进本地区的相互理解

和友好感情。今年8月2日到7日，该交流活动以“福祉”为主题在日本

岛根县举行。来自中国、日本（岛根县）、韩国和俄罗斯等4国总计20

名青年齐聚岛根，参加了交流活动。

　　在6天时间里，各国青年先后参观了岛根县老年人护理设施；体

验了日本传统文化之“和太鼓”；到日本普通市民家中民宿；在主题

讨论会上，开展热烈交流等，亲身体验参与了一系列丰富多彩的交

流活动。通过这一难得机会，各国青年同吃同住，一同参观，超越语

言和文化的差异，深入交流，拉近了彼此心与心的距离，结下了深厚

友情。正可谓在“新的邂逅中，结下心的纽带”。

　　虽然东北亚地区各国地理相近，文化相通，但就每位参加者而

言，因性别、年龄、职业不同，彼此间仍有较大差异。因此要使交流深

入开展下去并非易事。果不其然，交流伊始，大家多少拘束腼腆，对

话甚少。但随着活动不断推进，大家在不知不觉中了解和熟悉了彼

此，无论谁讲了笑话，大家都会笑作一团；在分组竞赛中获得了胜

利，大家会共享喜悦与欢乐；品尝到美味的食物，大家都赞不绝口

⋯⋯交流不断深入进行，会场充满了欢声笑语。

　　在交流中，每位参加者都非常专注地倾听他人的发言，认真进

行着思考，我对此印象深刻。开展交流的重要一步或许正凝结在“倾

听”二字之中。人与人之间的交流，说到底是心与心的交流。彼此只

要摈弃固有观念，敞开心扉，怀着“希望能成为好朋友”的真诚想法，

那么语言、文化的差异都不是问题。在此基础，彼此如能深入交流，

将会在跨文化交流中获得丰富而新鲜的体验与收获。总之，虽然国

家、民族不同，但归根结底，大家都是人类中的一员，都是同龄人。回

到这一根本点上思考，我们会发现，大家其实拥有着广泛的交集和

共同点。

　　离别的时刻总会到来。留下了共同回忆的各国青年们泪眼摩

挲，相拥道别，相约无论何时何地都要再相见。在岛根，青年们相互

启发切磋，热烈交流，展现出年轻人特有的青春与活力，让人看到了

青年交流的光明未来。

　　希望与梦想是本无所谓有，无所谓无的。这正如地上的路；其实

地上本没有路，走的人多了，也便成了路。各国青年正是希望和梦想

的代名词，愿他们回国后，将在盛夏时节美丽岛根的6天时间，视为

人生中一段重要而美好的记忆和财富，珍惜与外国朋友的友谊，为

东北亚地区的世代友好贡献力量！

　　东北亚的青年朋友们！待到来年夏日繁花似锦、清风拂面时，

让我们岛根再相聚！

李　琨   

朝气蓬勃的青年们
为未来与梦想  燃烧青春与激情
——记“2013东北亚交流之翼in 岛根”
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翼をください ―青年交流事業 IN 寧夏 郭天琳
　空の色が青からグレーへ変わり、じめじめした秋雨の音を聞くと、季節のペー
ジがめくられた実感があった。窓を透かして外を見ると、寧夏に出張した時のこ
とをふっと懐かしく思った。当時撮った写真をもう一回出したら、晴れた空と大地
と人の笑顔があふれるほどいっぱいだった。太陽の光が写真から外に舞い上が
るように輝いて、空が明るくなってきた気がする。
　今回寧夏に行くことになったのは「交流の翼・中国プログラム」のおかげだっ
た。「日中韓国民交流年」を記念するために、友好提携を結んでいる島根県と中
国寧夏回族自治区、韓国慶尚北道の3地域が共同して2002年から相互に青年
を派遣する交流プログラムを実施し始めた。この交流プログラムが「交流の翼」
と名づけられた。他国の青年たちと交流するために、与えられた「翼」を広げ、日
本島根県、韓国慶尚北道、モンゴルウブルハンガイ県の青年たち約20名が私の
故郷である中国寧夏回族自治区に集まった。
　8月の島根は蒸し暑く、まさに真夏の感じだが、銀川はもう悄然と早秋に入っ
ていた。天高く、青空が澄んで雲がのんびり流れ、だんだんと涼しい風が吹くよう
になった。蒸しトウモロコシのいい匂いが空気に浮かんで、遠くから西瓜の売り

声が聞こえる。秋は寧夏の一番いい季節である。
　シルクロードの北ルートの要衝となった寧夏は昔から東西交易と文化の交流が行
われた場所なので、様々な文化遺跡が残った。遊牧民族の歴史を書いた賀蘭山岩
画と西夏王族のお墓であった西夏王陵がこの中でもっとも有名なところである。文
化遺跡だけでなく、寧夏では特別な風景もある。「沙湖」という名勝地は砂漠の中に
湖があり、砂漠と湖の絶妙な風景がたくさんの観光客を引きつけている。一日半の
ホームステイが終わり、青年たちは沙湖に興味を持ち、バスの中で歌いながら、沙湖
へ向かった。退屈なはずの移動時間が各国青年の歌声と笑声の中で素早く経ってし
まった。沙湖に着くと、緑に慣れた日本青年たちが見たこともない砂ばかりの砂漠風
景に驚いた。砂の中に立ち、湖と砂漠をバックして、三人がうれしく飛び跳ねた。
　砂漠の景色を十分楽しんだ後、呉忠市の小学校の子供たちと一緒に書道の
練習をしたり、中国特別の「中国空中ゴマ」で遊んだり、言葉は通じないけれど、
楽しく交流した。寧夏の子供たちにとっても、今回の参加者の青年たちにとって
も、いい思い出になっただろう。
　幸せな時間は必ず短い。各国の青年たちが一緒に過ごした時間はあっと言う
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間になくなり、いよいよ「交流の翼」の最終日を迎えた。寧夏滞在の最後の日に、
中国の伝統的な雑技を見学した。見るだけではなく、雑技団の団員たちと一緒
に雑技体験もした。皿を上手にぐるぐる回すために、青年たちは必死に団員さん
からコツを学び、いっぱい練習した。それで、帰りのバスの中でも、練習の姿の写
真を見たり、他の人とコツについて話したりして、とても賑やかだった。
　寧夏から出発する日になり、青年たちは連絡先を交換したり、写真を撮ったりして、
名残惜しく「さよなら」を言った。もともと縁が
ない青年たちは「交流の翼」で結ばれ、まるで
翼を持ったように、同じく寧夏に飛んで来た。
「翼」があるから、お互いの交流ができるよう
になった。自分の国のことをアピールすると
同時に他国のことを勉強し、自分の考えを表
現すると同時に、他国青年の考え方を理解す
る。見たこともないものや景色を楽しみ、やっ
たこともないのを体験し、自分と他人の絆を

深め、自分の視野を広げ、最後に他人とさまざまなことについて話し合う。それこそ交
流の意義でしょう。
　青年たちだけでなく、興味がある人ならだれでも「翼」をつけて交流ができる
ようになってほしい。山本潤子（やまもとじゅんこ）が歌った「翼をください」のよう
に:「今私の願い事が/かなうならば/翼がほしい/この背中に鳥のように/白い翼
/つけてください/この青空に翼をひろげ/飛んでゆきたいよ」

●Japanese
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　　眼见天空的颜色由蓝转了灰白，听着淅淅沥沥的秋雨，不禁感到

自然的扉页又翻过了一个季节。看着窗外，突然怀念起之前去宁夏的

那次出差。翻出相片只见处处阳光灿烂，被阳光照耀的天空，大地还

有人们明媚的笑容。看着看着连窗外的天似乎都变晴朗了一些。

　　这次能去宁夏出差，都是沾了“交流之翼-中国项目”的光，为了纪念 

“日中韩友好交流年”，从2002年起互相缔结了友好交流关系的日本岛根县，

中国宁夏回族自治区，韩国庆尚北道3个区域开始实施互相派遣青年进行

交流活动的项目。这个交流项目被命名为“交流之翼”。为了和其他国家的

青年进行友好交流，乘着交流的“翅膀”，日本岛根县，韩国庆尚北道，蒙古

前杭爱省的约20名青年在我的家乡——中国宁夏回族自治区欢聚一堂。

　　8月的岛根正值盛夏，而宁夏已经悄然进入早秋。天高云淡，时而

吹起的秋风带着阵阵凉意。空气中弥漫着煮好的玉米的香味，远处传

来西瓜的叫卖声。秋天是宁夏最好的季节。

　　宁夏作为古丝绸之路的一个要地，一直是东西方经济和文化交流

的场所，因而留下了许多珍贵的文化遗迹。其中最有名的莫过于书写

了游牧民族历史的贺兰山岩画和西夏皇族的陵墓西夏王陵了。宁夏有

名的不仅仅是这些文化遗迹，还有一些独特的地形地貌和风景。“沙

湖”是以沙漠中有湖的别样风景著称，同时也因此吸引了众多游客。在

结束了一天半的民宿家庭后，各国青年怀着对沙湖的兴趣，坐着大巴

郭天琳

请给我一双翅膀
——青年交流项目in宁夏

一路唱着歌儿向沙湖奔去。漫长的车程也在各国青年的歌声和欢笑声

中很快的过去了。到了沙湖以后，已经习惯了绿色的日本青年被眼前

的大漠景色所折服，以湖和沙漠为背景留下了“飞”起来的身影。

　　各国青年在沙湖玩了个尽兴后我们到了吴忠市的小学。跟小学

生们一起练习书法，还让青年们体验了中国的“抖空竹”。虽然语言不

通，但是交流的非常开心。无论是宁夏的小朋友，还是各国青年们，对

于他们来说今天下午的交流想必都会是美好的回忆吧。

　　快乐的时光总是很短暂。大家一起度过的时间渐渐流逝，终于到

了“交流之翼”交流活动的最后一天。在宁夏的最后一天，各国青年去

参观了杂技团并观看了中国传统杂技。各国青年还跟杂技团的团员

们一起学习并体验了杂技。为了把碟子很好的转起来，青年们认真的

跟团员们学习要领，而且练习的很努力。在回去的车上还在很热闹的

互相欣赏刚才练习杂技时的照片和讨论刚才学习的要领。

　　到了离开宁夏的时候，青年们积极的交换着联系方式，拍照留

影，依依不舍的互相说着“再见，再见”。因为“交流之翼”，本来没有缘

分的青年们被联系在了一起。彷佛长了一双翅膀，一起飞到了宁夏

来。也正因为有了“交流之翼”这双“翅膀”，大家才能在一起交流。在

向大家介绍自己国家的同时学习其他国家的事情，在表达自己的意

见同时，理解别人的想法。欣赏从未见过的风景，体验从未做过的事

情，让自己跟他人的联系更加紧密，扩大自己的视野，跟不同的人就

不同的话题交谈，这也许就是交流的意义吧。

　　不仅仅是青年，我希望所有对交流感兴趣的人都长出一双能自由

交流的翅膀。正如山本润子所唱的那首“请给我一双翅膀”里写的那样：

　　“如果现在我的愿望可以实现/我想要一双翅膀/请让我背后长出

一双洁白的翅膀/在蔚蓝的天空中伸展/飞向远方”
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ない青年たちは「交流の翼」で結ばれ、まるで
翼を持ったように、同じく寧夏に飛んで来た。
「翼」があるから、お互いの交流ができるよう
になった。自分の国のことをアピールすると
同時に他国のことを勉強し、自分の考えを表
現すると同時に、他国青年の考え方を理解す
る。見たこともないものや景色を楽しみ、やっ
たこともないのを体験し、自分と他人の絆を

深め、自分の視野を広げ、最後に他人とさまざまなことについて話し合う。それこそ交
流の意義でしょう。
　青年たちだけでなく、興味がある人ならだれでも「翼」をつけて交流ができる
ようになってほしい。山本潤子（やまもとじゅんこ）が歌った「翼をください」のよう
に:「今私の願い事が/かなうならば/翼がほしい/この背中に鳥のように/白い翼
/つけてください/この青空に翼をひろげ/飛んでゆきたいよ」

●Japanese
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　　眼见天空的颜色由蓝转了灰白，听着淅淅沥沥的秋雨，不禁感到

自然的扉页又翻过了一个季节。看着窗外，突然怀念起之前去宁夏的

那次出差。翻出相片只见处处阳光灿烂，被阳光照耀的天空，大地还

有人们明媚的笑容。看着看着连窗外的天似乎都变晴朗了一些。

　　这次能去宁夏出差，都是沾了“交流之翼-中国项目”的光，为了纪念 

“日中韩友好交流年”，从2002年起互相缔结了友好交流关系的日本岛根县，

中国宁夏回族自治区，韩国庆尚北道3个区域开始实施互相派遣青年进行

交流活动的项目。这个交流项目被命名为“交流之翼”。为了和其他国家的

青年进行友好交流，乘着交流的“翅膀”，日本岛根县，韩国庆尚北道，蒙古

前杭爱省的约20名青年在我的家乡——中国宁夏回族自治区欢聚一堂。

　　8月的岛根正值盛夏，而宁夏已经悄然进入早秋。天高云淡，时而

吹起的秋风带着阵阵凉意。空气中弥漫着煮好的玉米的香味，远处传

来西瓜的叫卖声。秋天是宁夏最好的季节。

　　宁夏作为古丝绸之路的一个要地，一直是东西方经济和文化交流

的场所，因而留下了许多珍贵的文化遗迹。其中最有名的莫过于书写

了游牧民族历史的贺兰山岩画和西夏皇族的陵墓西夏王陵了。宁夏有

名的不仅仅是这些文化遗迹，还有一些独特的地形地貌和风景。“沙

湖”是以沙漠中有湖的别样风景著称，同时也因此吸引了众多游客。在

结束了一天半的民宿家庭后，各国青年怀着对沙湖的兴趣，坐着大巴

郭天琳

请给我一双翅膀
——青年交流项目in宁夏

一路唱着歌儿向沙湖奔去。漫长的车程也在各国青年的歌声和欢笑声

中很快的过去了。到了沙湖以后，已经习惯了绿色的日本青年被眼前

的大漠景色所折服，以湖和沙漠为背景留下了“飞”起来的身影。

　　各国青年在沙湖玩了个尽兴后我们到了吴忠市的小学。跟小学

生们一起练习书法，还让青年们体验了中国的“抖空竹”。虽然语言不

通，但是交流的非常开心。无论是宁夏的小朋友，还是各国青年们，对

于他们来说今天下午的交流想必都会是美好的回忆吧。

　　快乐的时光总是很短暂。大家一起度过的时间渐渐流逝，终于到

了“交流之翼”交流活动的最后一天。在宁夏的最后一天，各国青年去

参观了杂技团并观看了中国传统杂技。各国青年还跟杂技团的团员

们一起学习并体验了杂技。为了把碟子很好的转起来，青年们认真的

跟团员们学习要领，而且练习的很努力。在回去的车上还在很热闹的

互相欣赏刚才练习杂技时的照片和讨论刚才学习的要领。

　　到了离开宁夏的时候，青年们积极的交换着联系方式，拍照留

影，依依不舍的互相说着“再见，再见”。因为“交流之翼”，本来没有缘

分的青年们被联系在了一起。彷佛长了一双翅膀，一起飞到了宁夏

来。也正因为有了“交流之翼”这双“翅膀”，大家才能在一起交流。在

向大家介绍自己国家的同时学习其他国家的事情，在表达自己的意

见同时，理解别人的想法。欣赏从未见过的风景，体验从未做过的事

情，让自己跟他人的联系更加紧密，扩大自己的视野，跟不同的人就

不同的话题交谈，这也许就是交流的意义吧。

　　不仅仅是青年，我希望所有对交流感兴趣的人都长出一双能自由

交流的翅膀。正如山本润子所唱的那首“请给我一双翅膀”里写的那样：

　　“如果现在我的愿望可以实现/我想要一双翅膀/请让我背后长出

一双洁白的翅膀/在蔚蓝的天空中伸展/飞向远方”
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草の根に日米の交流が？!
デミアン・クレイグ

　今年7月2日から7月8日まで、外国の観光客が少ない島根県に83人のアメリ
カ人がやってきました。毎年開催される日米草の根交流サミットのためでした。
ジョン・万次郎とウィットフィールド船長(Whitfield)の交流を続け、両国の間に良
い関係を作ろうという目的で、20年以上前に始まったサミットです。
　2日の夜、アメリカの国旗を持ち、サミットの緑のTシャツを着た通訳ボラン
ティア、島根大学の学生、島根県職員が参加者を米子鬼太郎空港と出雲縁結び
空港で歓迎しました。長い旅でくたびれた表情の顔が島根県のみなの温かい

「ようこそ」で癒されたようでした。
　そして、バスに乗り、松江の一畑ホテルに向かいました。夜の町を見ながら、み
んな、キレイだとよく言っていました。ホテルに到着すると、疲れた皆さんが早速
部屋に入りました。
　3日の朝、1890年に松江市に住んだ小泉八雲の孫である小泉凡（こいずみ 
ぼん）さんが参加者に歴史などについてミニ講座を行いました。評判は非常に

良かったそうです。
　暑い夜に60年に1度の大遷
宮を迎える出雲大社に行き、神
様の前で開会式が行われまし
た。テキサス州のカルスバーグ

（Calsburg）から来た中高校生
が流暢な日本語で交流の大切
さについて話し、温かい喝采を

受けました。
　そして、しまねワイナリーへ移動し、レセプションがありました。会場が元気な
声で盛り上がっていました。おいしい焼き肉を食べる間に、島根県の伝統的な
芸能である大社の大土地神楽の上演がありました。
　翌朝から地域分科会が始まり、参加者が県内の各地域へ出発しました。3日
間、地域のホストファミリーの家に泊まり、実際の日本の生活に触れる機会がた
くさんあったようです。安来節を踊ったり、石見銀山のことを学んだり、隠岐の島
のジオパークを回ったり、楽しい経験をして、島根県の魅力を理解できたことで
しょう。
　最後の日に、参加者とホストファミリーのみんなが松江市のイングリッシュ
ガーデンに集まり、閉会式が行われました。地域分科会の映像を再生し、市町村
の名前が出たとき、いつも温かい声や拍手が上がりました。閉会式が終わり、宍
道湖に面する庭園で松江の伝統的な文化に触れながら、最後のレセプションを
しました。おいしい地域の料理を食べる最後のチャンスだと思い、参加者のみん
ながたくさん食べました。
　サミットの最後を迎えた参加者の心にはきっと「さよなら」ではなく、「じゃ、ま
た!」という気持ちが残ったでしょう。一人の参加者が「東京には何度も行ったこと
があるが、島根県には本当の日本が残されている!この伝統的な経験が日本に
行くアメリカの観光客に期待されているよ!頑張ってください!」と言いました。そ
れは間違いなく真実です。これからも島根県とアメリカの間にこのような交流が
続くように祈っています。

島根県とロシア間の花の道 タチアナ・クラピヴィナ
　島根県の花である牡丹は、2009年からロシアへの輸出がはじまりました。島
根県庁のブランド推進課、松江市役所とJAくにびきが輸出担当ですが、私も日
本とロシア側の連絡窓口として翻訳、通訳、共催のお手伝いを積極に行ってい
ます。今回は花の交流に関する仕事を紹介したいと思います。
　2012年8月に私の島根県庁での仕事が始まり、10月にロシア沿海地方のウ
ラジオストク市で行われた「松江ブランド展inロシア」に通訳者として参加しまし
た。牡丹はもちろん、お茶、和菓子、醤油、化粧品といった島根県のブランドが二
日間出展され、多くの市民が見て、販売もされました。
　牡丹の経済交流のおかげで文化交流が誕生しました。ウラジオストク国立経
済サービス大学付属ドゥビニン (Dubinin) 学校の生徒達が牡丹の絵を描きまし
た。2013年5月の松江牡丹祭りに行きたいという気持ちも出てきました。私が島
根県文化国際課とブランド推進課と相談し、文化国際課によって受け入れること
が決まりました。
　4ヶ月間の準備期間を終え、5月に牡丹輸入業者とドゥビニン学校の生徒達が
23名来県しました。牡丹祭りのステージでロシア民俗衣装を着てコンサートを
披露し、ロシアと日本の子どもによる牡丹の絵を展示し、松江市八束町と隠岐郡
の西ノ島町の学校の訪問・交流、そしてロシアに興味を持っている住民との交流
会も行いました。ロシアのグループは島根県に惚れ惚れし、大満足の気持で
帰って行きました。
　引き続き、2013年6月にサンクト・ペテルブルグ市に出張しました。今までは
牡丹がロシアのウラジオストク市とハバロフスク市で販売されていました。今後
ロシアのヨーロッパ側にも進出する予定です。サンクト・ペテルブルグの「牡丹会
議」に参加してきました。私の役割は島根県側の会議参加への準備と現場の通

訳でした。サンクト・ペテルブルグ訪問によって同市の花市場と牡丹輸出の潜在
力への理解が深まりました。
　2013年9月初旬に島根県文化国際課がウラジオストク市で「島根ウィークin
ウラジオストク―2013」という事業を主催しました。島根県を紹介するため、グ
ループメンバー23名がジャズと石見神楽のコンサートを2つ、島根県の誇る抹
茶と和菓子サービス、神楽面の絵付けのイベントと、島根県の神話、神楽、子ども
達の牡丹の絵を出展しました。友たちになったドゥビニン学校の生徒達も展示
の開会式に来て、自分が描いた絵を見る喜びを隠せませんでした。島根の参加
者たちはドゥビニン学校の学長に招待され、生徒達による歌、ダンス、バレエの
コンサートも見ました。来年ドゥビニン学校の生徒達にまた来ていただいて、絵・
書道の勉強、ロシア民謡・バレエのコンサートを行うというアイディアが生まれま
した。文化国際課の支援を得て、この案をぜひ実施したいと思います。
　ロシア沿海地方と島根県、ロシアと日本の交流に貢献出来る仕事に就くこと
ができ幸せに思っています。双方の花の道がもっと広くなりますように!

●Japanese ●Japanese
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　　今年7月2日到8日，83名美国人来到外国游客少有光顾的日本

岛根县，参加在这里一年一度的“日美草根交流峰会”活动。

　　该活动是在乔治·万次郎先生和威特菲尔德船长（Whitfield）的

共同倡议下设立，旨在构建良好的日美关系，迄今业已连续开展20

多年。

　　7月2日晚上，来自岛根县的翻译志愿者、岛根大学学生以及岛

根县厅的工作人员手持美国国旗，身着“交流峰会”绿色T恤衫，分别

在米子鬼太郎机场和出云结缘机场，满怀期待迎接活动参加人员。

来自远方的客人经过漫长旅程面庞虽稍显疲惫，但在大家 “欢迎！

欢迎！”的热情欢呼声中，明显获得了身心的放松。离开机场，大家

在乘车前往松江一畑酒店的途中，看着车窗外隐现于夜幕之中的城

市，不禁赞叹夜景竟如此美丽。疲惫的来访者们抵达饭店后纷纷入

住房间休息了。

　　小泉八云自1890年起定居松江。3日早上，他的孙子小泉凡举办

了小型讲座，向大家介绍本地的历史。听众反响热烈异常。

　　在暑气未消的夏夜，活动参加者一同前往出云大社——那里正

恰逢60年1回的大迁宫庆典活动——在神灵的见证下，出席了活动

开幕式。仪式上，来自德克萨斯州嘉士伯市（Calsburg）的中学生用非

常流畅的日语致辞，其中特别强调交流的重要性，博得场内阵阵喝

彩与掌声。开幕式结束后，大家前往岛根县瓦里纳（Winery）酒店，出

席在这里举办的欢迎晚宴。宴会气氛热烈而活泼。参加者品尝了令

人垂涎的烤肉美食，也欣赏到岛根县的传统表演艺术——“大社的

大土地神乐”。

    　翌日清晨，地区分组会正式开始。参加者分别前往岛根县各地

开展交流活动。在3天的时间里，大家住在普通市民家中，获得了接

触和体验日本日常生活的宝贵机会。此外，大家还试跳当地传统舞

蹈“安来节”，参观石见银山，游览隐歧岛地址公园等。通过这些活

动，我想大家都能充分感受到岛根县的巨大魅力所在。

　　活动最后一天，参加者和民宿家庭成员齐聚松江市英式花园，

出席活动闭幕式。仪式上，主办方放映了几天来在地区分组会活动

中的影音资料，每当有相应市町村的名字出现时，会场就会爆发热

烈的掌声和欢呼声。之后，大家转场至位于宍道湖湖畔的传统庭院，

出席欢送宴会，并在那里再次感受到松江的传统文化。或许是考虑

到宴会上的美味今后恐怕很长一段时间都难有机会再次品味，因此

大家都尽情畅饮，大快朵颐。

　　交流活动即将结束。我相信每一位参加者的心境绝非“别了，我

的朋友”，而是“朋友，让我们再会”！其中一位参加者道出心语：“东

京虽已去过多次，但来到岛根县才看到了真正的日本。这些正是美

国人来日本观光最渴望看到的。岛根，加油！”事实正是如此。我衷

心祝愿岛根和美国间的交流能够永远开展下去！

戴米恩·克雷格
美日两国间的草根交流?!

Tatyana Krapivina

岛根县和俄罗斯之间的
花之路
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　　岛根的县花牡丹自从2009年起开始向俄罗斯出口。岛根县县厅

的品牌推进课和松江市市役所以及JA农协负责出口，我作为日本和

俄罗斯的联系窗口也积极的做了许多翻译等协助工作。这次给大家

介绍一下本次交流活动。

　　2012年8月我开始了在岛根县厅的工作，并作为翻译参加了10

月在俄罗斯滨海边疆区的符拉迪沃斯托克举办的“岛根品牌展in俄

罗斯”的活动。不仅仅是牡丹，还有日本茶，和式点心，酱油，化妆品

等岛根著名的品牌在两天内集中展出。很多市民去参加了活动并购

买了岛根的产品。

　　牡丹的经济交流文化交流带来了也随之诞生。符拉迪沃斯托克

国立经济与服务大学附属的Dubinin学校的学生们画了许多牡丹的

画。并表示非常想要参加2013年5月的松江牡丹节。我跟岛根县文化

国际课和品牌推进课商量后，文化国际课决定接收学生们的到来。

经过了4个多月的准备，5月份牡丹进口商和Dubinin学校的学生们

共23名来到了岛根。他们在牡丹节的舞台上穿着俄罗斯的传统民族

服装开演奏会，给大家展示了俄罗斯和日本的小朋友们画的牡丹，

还跟松江八束町和隐岐的西之岛的学校进行了友好交流和访问，在

那之后还跟对俄罗斯有兴趣的县民一起交流。俄罗斯的访问团对岛

根也很喜欢，带着满足的心情返回了俄罗斯。

　　在2013年6月我去了圣彼得堡出差。岛根的牡丹一直是出口符

拉迪沃斯托克和哈巴罗夫斯克两地区。今后希望可以向俄罗斯靠近

欧洲那边的地区出口。我参加了圣彼得堡的“牡丹会议”。我的工作

是为岛根县的会议做准备和现场翻译。在去圣彼得堡访问的同时，

我也对当地的花卉市场和牡丹出口的潜力有了更深的理解。

　　2013年9月上旬岛根县文化国际课在符拉迪沃斯托克举办了

“2013岛根周in符拉迪沃斯托克”的活动。为了介绍岛根，我们准备了

爵士乐队和石见神乐舞的两台演出，还准备了岛根县著名的抹茶和

和式点心，还有画神乐舞面具的活动，并且展出了岛根县的神话，神

乐舞和小朋友们画的牡丹。Dubinin学校的学生们也来到了岛根周

的活动。当他们看到自己画的画之后的高兴的不得了。Dubinin学校

的校长热情的招待了岛根来的各位，学生们也唱歌跳舞还表演了芭

蕾。我不禁萌生了明年让Dubinin学校的学生们来岛根学习书法绘

画的同时举办俄罗斯民谣芭蕾舞剧活动的想法。在文化国际课的支

持下，一定要想办法实施这个想法。

　　能从事为俄罗斯滨海边疆区和岛根县，俄罗斯和日本交流做贡

献的工作我感到非常的幸运。希望两地的花之路越走越宽敞！



草の根に日米の交流が？!
デミアン・クレイグ

　今年7月2日から7月8日まで、外国の観光客が少ない島根県に83人のアメリ
カ人がやってきました。毎年開催される日米草の根交流サミットのためでした。
ジョン・万次郎とウィットフィールド船長(Whitfield)の交流を続け、両国の間に良
い関係を作ろうという目的で、20年以上前に始まったサミットです。
　2日の夜、アメリカの国旗を持ち、サミットの緑のTシャツを着た通訳ボラン
ティア、島根大学の学生、島根県職員が参加者を米子鬼太郎空港と出雲縁結び
空港で歓迎しました。長い旅でくたびれた表情の顔が島根県のみなの温かい

「ようこそ」で癒されたようでした。
　そして、バスに乗り、松江の一畑ホテルに向かいました。夜の町を見ながら、み
んな、キレイだとよく言っていました。ホテルに到着すると、疲れた皆さんが早速
部屋に入りました。
　3日の朝、1890年に松江市に住んだ小泉八雲の孫である小泉凡（こいずみ 
ぼん）さんが参加者に歴史などについてミニ講座を行いました。評判は非常に

良かったそうです。
　暑い夜に60年に1度の大遷
宮を迎える出雲大社に行き、神
様の前で開会式が行われまし
た。テキサス州のカルスバーグ

（Calsburg）から来た中高校生
が流暢な日本語で交流の大切
さについて話し、温かい喝采を

受けました。
　そして、しまねワイナリーへ移動し、レセプションがありました。会場が元気な
声で盛り上がっていました。おいしい焼き肉を食べる間に、島根県の伝統的な
芸能である大社の大土地神楽の上演がありました。
　翌朝から地域分科会が始まり、参加者が県内の各地域へ出発しました。3日
間、地域のホストファミリーの家に泊まり、実際の日本の生活に触れる機会がた
くさんあったようです。安来節を踊ったり、石見銀山のことを学んだり、隠岐の島
のジオパークを回ったり、楽しい経験をして、島根県の魅力を理解できたことで
しょう。
　最後の日に、参加者とホストファミリーのみんなが松江市のイングリッシュ
ガーデンに集まり、閉会式が行われました。地域分科会の映像を再生し、市町村
の名前が出たとき、いつも温かい声や拍手が上がりました。閉会式が終わり、宍
道湖に面する庭園で松江の伝統的な文化に触れながら、最後のレセプションを
しました。おいしい地域の料理を食べる最後のチャンスだと思い、参加者のみん
ながたくさん食べました。
　サミットの最後を迎えた参加者の心にはきっと「さよなら」ではなく、「じゃ、ま
た!」という気持ちが残ったでしょう。一人の参加者が「東京には何度も行ったこと
があるが、島根県には本当の日本が残されている!この伝統的な経験が日本に
行くアメリカの観光客に期待されているよ!頑張ってください!」と言いました。そ
れは間違いなく真実です。これからも島根県とアメリカの間にこのような交流が
続くように祈っています。

島根県とロシア間の花の道 タチアナ・クラピヴィナ
　島根県の花である牡丹は、2009年からロシアへの輸出がはじまりました。島
根県庁のブランド推進課、松江市役所とJAくにびきが輸出担当ですが、私も日
本とロシア側の連絡窓口として翻訳、通訳、共催のお手伝いを積極に行ってい
ます。今回は花の交流に関する仕事を紹介したいと思います。
　2012年8月に私の島根県庁での仕事が始まり、10月にロシア沿海地方のウ
ラジオストク市で行われた「松江ブランド展inロシア」に通訳者として参加しまし
た。牡丹はもちろん、お茶、和菓子、醤油、化粧品といった島根県のブランドが二
日間出展され、多くの市民が見て、販売もされました。
　牡丹の経済交流のおかげで文化交流が誕生しました。ウラジオストク国立経
済サービス大学付属ドゥビニン (Dubinin) 学校の生徒達が牡丹の絵を描きまし
た。2013年5月の松江牡丹祭りに行きたいという気持ちも出てきました。私が島
根県文化国際課とブランド推進課と相談し、文化国際課によって受け入れること
が決まりました。
　4ヶ月間の準備期間を終え、5月に牡丹輸入業者とドゥビニン学校の生徒達が
23名来県しました。牡丹祭りのステージでロシア民俗衣装を着てコンサートを
披露し、ロシアと日本の子どもによる牡丹の絵を展示し、松江市八束町と隠岐郡
の西ノ島町の学校の訪問・交流、そしてロシアに興味を持っている住民との交流
会も行いました。ロシアのグループは島根県に惚れ惚れし、大満足の気持で
帰って行きました。
　引き続き、2013年6月にサンクト・ペテルブルグ市に出張しました。今までは
牡丹がロシアのウラジオストク市とハバロフスク市で販売されていました。今後
ロシアのヨーロッパ側にも進出する予定です。サンクト・ペテルブルグの「牡丹会
議」に参加してきました。私の役割は島根県側の会議参加への準備と現場の通

訳でした。サンクト・ペテルブルグ訪問によって同市の花市場と牡丹輸出の潜在
力への理解が深まりました。
　2013年9月初旬に島根県文化国際課がウラジオストク市で「島根ウィークin
ウラジオストク―2013」という事業を主催しました。島根県を紹介するため、グ
ループメンバー23名がジャズと石見神楽のコンサートを2つ、島根県の誇る抹
茶と和菓子サービス、神楽面の絵付けのイベントと、島根県の神話、神楽、子ども
達の牡丹の絵を出展しました。友たちになったドゥビニン学校の生徒達も展示
の開会式に来て、自分が描いた絵を見る喜びを隠せませんでした。島根の参加
者たちはドゥビニン学校の学長に招待され、生徒達による歌、ダンス、バレエの
コンサートも見ました。来年ドゥビニン学校の生徒達にまた来ていただいて、絵・
書道の勉強、ロシア民謡・バレエのコンサートを行うというアイディアが生まれま
した。文化国際課の支援を得て、この案をぜひ実施したいと思います。
　ロシア沿海地方と島根県、ロシアと日本の交流に貢献出来る仕事に就くこと
ができ幸せに思っています。双方の花の道がもっと広くなりますように!

●Japanese ●Japanese
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　　今年7月2日到8日，83名美国人来到外国游客少有光顾的日本

岛根县，参加在这里一年一度的“日美草根交流峰会”活动。

　　该活动是在乔治·万次郎先生和威特菲尔德船长（Whitfield）的

共同倡议下设立，旨在构建良好的日美关系，迄今业已连续开展20

多年。

　　7月2日晚上，来自岛根县的翻译志愿者、岛根大学学生以及岛

根县厅的工作人员手持美国国旗，身着“交流峰会”绿色T恤衫，分别

在米子鬼太郎机场和出云结缘机场，满怀期待迎接活动参加人员。

来自远方的客人经过漫长旅程面庞虽稍显疲惫，但在大家 “欢迎！

欢迎！”的热情欢呼声中，明显获得了身心的放松。离开机场，大家

在乘车前往松江一畑酒店的途中，看着车窗外隐现于夜幕之中的城

市，不禁赞叹夜景竟如此美丽。疲惫的来访者们抵达饭店后纷纷入

住房间休息了。

　　小泉八云自1890年起定居松江。3日早上，他的孙子小泉凡举办

了小型讲座，向大家介绍本地的历史。听众反响热烈异常。

　　在暑气未消的夏夜，活动参加者一同前往出云大社——那里正

恰逢60年1回的大迁宫庆典活动——在神灵的见证下，出席了活动

开幕式。仪式上，来自德克萨斯州嘉士伯市（Calsburg）的中学生用非

常流畅的日语致辞，其中特别强调交流的重要性，博得场内阵阵喝

彩与掌声。开幕式结束后，大家前往岛根县瓦里纳（Winery）酒店，出

席在这里举办的欢迎晚宴。宴会气氛热烈而活泼。参加者品尝了令

人垂涎的烤肉美食，也欣赏到岛根县的传统表演艺术——“大社的

大土地神乐”。

    　翌日清晨，地区分组会正式开始。参加者分别前往岛根县各地

开展交流活动。在3天的时间里，大家住在普通市民家中，获得了接

触和体验日本日常生活的宝贵机会。此外，大家还试跳当地传统舞

蹈“安来节”，参观石见银山，游览隐歧岛地址公园等。通过这些活

动，我想大家都能充分感受到岛根县的巨大魅力所在。

　　活动最后一天，参加者和民宿家庭成员齐聚松江市英式花园，

出席活动闭幕式。仪式上，主办方放映了几天来在地区分组会活动

中的影音资料，每当有相应市町村的名字出现时，会场就会爆发热

烈的掌声和欢呼声。之后，大家转场至位于宍道湖湖畔的传统庭院，

出席欢送宴会，并在那里再次感受到松江的传统文化。或许是考虑

到宴会上的美味今后恐怕很长一段时间都难有机会再次品味，因此

大家都尽情畅饮，大快朵颐。

　　交流活动即将结束。我相信每一位参加者的心境绝非“别了，我

的朋友”，而是“朋友，让我们再会”！其中一位参加者道出心语：“东

京虽已去过多次，但来到岛根县才看到了真正的日本。这些正是美

国人来日本观光最渴望看到的。岛根，加油！”事实正是如此。我衷

心祝愿岛根和美国间的交流能够永远开展下去！

戴米恩·克雷格
美日两国间的草根交流?!

Tatyana Krapivina

岛根县和俄罗斯之间的
花之路
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　　岛根的县花牡丹自从2009年起开始向俄罗斯出口。岛根县县厅

的品牌推进课和松江市市役所以及JA农协负责出口，我作为日本和

俄罗斯的联系窗口也积极的做了许多翻译等协助工作。这次给大家

介绍一下本次交流活动。

　　2012年8月我开始了在岛根县厅的工作，并作为翻译参加了10

月在俄罗斯滨海边疆区的符拉迪沃斯托克举办的“岛根品牌展in俄

罗斯”的活动。不仅仅是牡丹，还有日本茶，和式点心，酱油，化妆品

等岛根著名的品牌在两天内集中展出。很多市民去参加了活动并购

买了岛根的产品。

　　牡丹的经济交流文化交流带来了也随之诞生。符拉迪沃斯托克

国立经济与服务大学附属的Dubinin学校的学生们画了许多牡丹的

画。并表示非常想要参加2013年5月的松江牡丹节。我跟岛根县文化

国际课和品牌推进课商量后，文化国际课决定接收学生们的到来。

经过了4个多月的准备，5月份牡丹进口商和Dubinin学校的学生们

共23名来到了岛根。他们在牡丹节的舞台上穿着俄罗斯的传统民族

服装开演奏会，给大家展示了俄罗斯和日本的小朋友们画的牡丹，

还跟松江八束町和隐岐的西之岛的学校进行了友好交流和访问，在

那之后还跟对俄罗斯有兴趣的县民一起交流。俄罗斯的访问团对岛

根也很喜欢，带着满足的心情返回了俄罗斯。

　　在2013年6月我去了圣彼得堡出差。岛根的牡丹一直是出口符

拉迪沃斯托克和哈巴罗夫斯克两地区。今后希望可以向俄罗斯靠近

欧洲那边的地区出口。我参加了圣彼得堡的“牡丹会议”。我的工作

是为岛根县的会议做准备和现场翻译。在去圣彼得堡访问的同时，

我也对当地的花卉市场和牡丹出口的潜力有了更深的理解。

　　2013年9月上旬岛根县文化国际课在符拉迪沃斯托克举办了

“2013岛根周in符拉迪沃斯托克”的活动。为了介绍岛根，我们准备了

爵士乐队和石见神乐舞的两台演出，还准备了岛根县著名的抹茶和

和式点心，还有画神乐舞面具的活动，并且展出了岛根县的神话，神

乐舞和小朋友们画的牡丹。Dubinin学校的学生们也来到了岛根周

的活动。当他们看到自己画的画之后的高兴的不得了。Dubinin学校

的校长热情的招待了岛根来的各位，学生们也唱歌跳舞还表演了芭

蕾。我不禁萌生了明年让Dubinin学校的学生们来岛根学习书法绘

画的同时举办俄罗斯民谣芭蕾舞剧活动的想法。在文化国际课的支

持下，一定要想办法实施这个想法。

　　能从事为俄罗斯滨海边疆区和岛根县，俄罗斯和日本交流做贡

献的工作我感到非常的幸运。希望两地的花之路越走越宽敞！
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島根から、世界とつながる
交流事業

未来と夢に向かって情熱を注ぐ青年たち ―「2013 北東アジア交流の翼 in しまね」
翼をください ―青年交流事業 IN 寧夏

草の根に日米の交流が？！
島根県とロシア間の花の道

みんなの海を守ろう「海岸清掃奉仕活動」

みんなの海を守ろう「海岸清掃奉仕活動」 高侖希
　今年も夏休みを迎えて韓国の中高生が島根県にやってきました。真夏の厳しい
暑さが続く7月23日から7月30日までの7泊8日間、18名の生徒たちは海岸清掃を
はじめ、地元学校との交流、ホームステイ、ごみ処理施設の見学、島根県観光を経
験した後、無事帰国しました。私は去年に続いてこの事業の通訳として全日程を
生徒たちと一緒にしました。 
　「綺麗な海を守るための韓日青少年の奉仕活動」という長い名前のこの事業
は、韓国の中高生が島根県の高校生と一緒に海岸に漂着したごみを拾うボラン
ティア活動です。今年で4回目を迎え、今まで56名が参加した充実した事業です。 
　ところで、どうして韓国の生徒たちが日本に来て海岸のごみを拾うのでしょう
か？その理由は国を超えた地球規模の課題、つまり環境問題と関係があります。
私たちが何気なく捨てたごみの一部は雨や風によって川に入り、やがて海へ流れ
出します。それから、海流や風によって海岸に漂着します。このようにして海に出た
ごみは全世界で年間600-700万トンに上ると言われています。島根県は韓国とと
ても近い距離にあるので、韓国から流れてきたペットボトルやガラス瓶、プラス
チック容器などの生活ごみが多く、それを拾いに韓国の生徒たちが島根県を訪れ
たわけです。
　特に今年は本土から2時間半ぐらい船に乗って隠岐を訪ね、島前と島後を回り
ながら掃除活動をしました。蒸し暑さと雨が心配でしたが、運よくずっといい天気
が続きました。しかし、風が強くて結局最後の掃除は海岸に積もったごみを確認

する程度で終えるしかありませんでした。 
　全国各地から集まった生徒たちは海を連想させる青いTシャツを着て、一生懸
命にごみ袋の中にごみを詰めていきました。韓国だけでなく、日本や中国、北朝鮮
からのごみも目に入りました。夏の日差しと強い風と闘いながら集めたごみをバ
ケツリレーのように手から手へと渡して低い丘を越えて一箇所に集めた時は、胸
がいっぱいになりました。 
　島根県の隠岐高校、隠岐島前高校、出雲西高校の生徒たちとはごみを拾う活動
のみならず、バーベキューやゲーム、絵を楽しみながら親しくなる時間を持ちまし
た。言葉は通じなくてもすぐ仲良くなって、笑ったりはしゃいだりしていました。
 　週末は地元の家庭でホームステイをし、最後の日は勾玉づくり体験をしてか
ら、生徒たちは韓国に帰りました。約1週間騒がしかった周りが静かになると、少し
寂しい気持ちになりました。  
　掃除の直後に綺麗になった海岸は、再びごみが積もって掃除前に戻ってしまう
そうです。それでは私たちの掃除活動は無意味なものなのでしょうか？そうではな
いと思います。この奉仕活動の真の目的は、ごみを拾う行為にあるのではなく、む
やみに捨てたごみが招いた結果を自分の目で確認した生徒たちがごみを捨てな
いようになること、さらに環境問題に関心を持ってみんなの海を守ろうとする意識
を持つことにあるからです。これからもっと多くの生徒たちに島根県で環境の大切
さを感じてほしいです。

●Japanese

Ko YunheeGuo Tian LinLi Kun

　　利用今年暑假，韩国的中学生们来到了日本岛根县。在盛夏烈

日炎炎的7月23日—30日8天7晚的时间里，18名学生参加了丰富多

彩的交流活动——清扫海岸，与当地学校交流，体验民宿，参观垃圾

处理设施，游览岛根等，直至大家最后平安回国。继去年之后，我再

次作为活动翻译，与学生们一起全程参与了活动。

　　该活动有一个很长的名字——“为守护美丽海洋之韩日青少年

志愿活动”。这是一项韩国中学生与岛根县高中生携手合作，捡拾海

岸垃圾的志愿活动。今年是该活动开展以来的第4年，随着内容不断

充实，今年参加的中学生人数也达到了56名之多。

　　也许大家会好奇，为什么韩国的学生要专门来日本捡拾海岸垃

圾呢？原因其实很简单。作为全球性问题之一的环保问题是不分国

境，不分彼此的。我们随手丢到海洋中的很多垃圾，伴着风雨进入河

川，流向大海，最后在洋流和海风的作用下漂到海岸上。据说，每年

扔进大海里的垃圾总量达到了惊人的600-700万吨。岛根县距离韩

国十分之近，因此从韩国漂来的生活垃圾，诸如塑料瓶、玻璃瓶、塑

料制品等垃圾的数量也很多。韩国学生正是为了捡拾这些垃圾而专

门访问岛根县的。

　　今年，学生们访问了岛根县的离岛——隐歧岛，这是一个需乘

船两个半小时才能到达的地方。学生们在（隐歧岛的）岛前和岛后两

座岛上开展了清扫活动。很幸运，活动期间一直都是好天气，此前一

直担心的酷暑和大雨都没有出现。但在最后一次清扫活动中，因为

海风实在是太大了，所以在清点了海岸上的垃圾数量之后，就不得

不中止了活动，令人多少有些遗憾。

　　来自（韩国）各地的学生们身着使人联想到大海的蓝色T恤，竭

尽全力捡拾着垃圾并装入袋子。我们发现在这些垃圾中，不仅有来

自韩国的，还有来自日本、中国和朝鲜的垃圾。大家不畏盛夏的烈日

与大风，用徒手接力的方式，将捡拾到的垃圾翻过低矮的山丘，运送

到指定地点。面对此情此景，我不禁心潮澎湃，难以自已。

　　韩国学生与岛根县的隐歧高中、隐歧岛前高中、出云西高中的

学生们除了一起捡拾垃圾，还一同烧烤、游戏、绘画，度过了充实而

快乐的时光。虽语言不通，但大家仍在很短时间里熟悉了彼此，交流

中充满了欢声笑语。

　　韩国学生们在周末期间前往当地家庭民宿；在访问的最后一

天，亲身体验制作“勾玉”工艺品 。在结束了各项访问活动后，大家

踏上了回国的归程。持续一周时间的喧闹，在此时，复归平静，我的

心，略感落寞。

　　经过大家的辛苦劳动，海岸焕然一新。据说因为垃圾还在不断

涌来，不久之后海岸还将垃圾成堆。这么看来，是否意味着我们的志

愿活动心血白费，没有任何意义呢？我不这么想。该项活动的最终

目的并非单纯捡拾岸边垃圾，最重要的是让学生们亲眼看到随意丢

弃垃圾导致的严重后果，使自己受到震动，从此以后不再乱扔垃圾，

更加关注环境问题，不断提高海洋保护意识。希望今后能有更多的

学生在岛根切身体会到环境保护的重要性。

高侖希
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